
短
歌
甲
子
園
二
〇
〇

八
（
全
国
高
校
生
短
歌

大
会
）
が
八
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

の
三
日
間
岩
手
県
盛
岡

市
で
開
催
さ
れ
、
本
校

文
芸
部
員
が
チ
ー
ム
を

組
ん
で
出
場
し
、
団
体
戦
・
個
人

戦
に
挑
ん
だ
。
そ
し
て
、
個
人
戦

に
お
い
て
、
本
校
二
年
生
清
野
絵

理
さ
ん
の
短
歌
が
最
優
秀
作
品
賞

な
ら
び
に
特
別
審
査
員
・
小
島
ゆ

か
り
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
。

個
人
戦
は
、
出
場
し
た
高
校
生

百
二
十
七
名
す
べ
て
が
「
城
跡
」

「
あ
こ
が
れ
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ

で
題
詠
し
、
そ
の
二
百
五
十
首
余

の
短
歌
か
ら
﹇
参
加
者
・
観
客
に

◇
ラ
グ
ビ
ー

全
国
大
会
県
予
選

決
　
勝
　
秋
田
19
―
35
中
　
央

全
県
新
人

第
３
位

２
回
戦
　
秋
田
15
―
26
秋
田
工

３
位
決
定
戦秋

田
47
―
７
男
鹿
工

◇
陸
上
競
技

中
央
支
部
新
人

〈
男
子
〉

１
１
０
ｍ
Ｈ

近
藤
　
道
行

２
位

高
橋
　
智
貴

３
位

１
６
０
０
ｍ
Ｒ

２
位

（
保
坂
、
佐
藤
、
船
木
、
田
口
）

棒
高
跳

船
木
大
資
　
１
位

走
幅
跳

近
藤
道
行
　
１
位

〈
女
子
〉

８
０
０
ｍ

鈴
木
　
契
　
１
位

４
０
０
ｍ
Ｈ

中
泉
琴
乃
　
２
位

１
６
０
０
ｍ
Ｒ

３
位

（
中
泉
、
鈴
木
、
工
藤
、
池
田
）

七
種
競
技

池
田
咲
子
　
２
位

ト
ラ
ッ
ク
総
合

３
位

混
成
総
合

２
位

全
県
駅
伝
競
走
大
会

男
　
子

15
位

女
　
子

12
位

全
県
新
人

〈
男
子
〉

１
０
０
ｍ

高
橋
智
貴

４
位
東
北
出
場

５
０
０
０
ｍ

田
口
大
貴

３
位
東
北
出
場

１
１
０
ｍ
Ｈ

近
藤
道
行

３
位
東
北
出
場

高
橋
智
貴

５
位

５
０
０
０
ｍ
Ｗ

相
場
智
仁

４
位
東
北
出
場

４
０
０
ｍ
Ｒ

５
位

（
保
坂
、
高
橋
、
佐
藤
、
船
木
）

１
６
０
０
ｍ
Ｒ

４
位

（
保
坂
、
佐
藤
、
船
木
、
田
口
）

東
北
出
場

棒
高
跳

船
木
大
資

１
位
東
北
出
場

走
幅
跳

近
藤
道
行

３
位
東
北
出
場

ト
ラ
ッ
ク
総
合

５
位

フ
ィ
ー
ル
ド
総
合

６
位

総
　
合

５
位

〈
女
子
〉

８
０
０
ｍ

鈴
木
　
契

５
位
東
北
出
場

４
０
０
ｍ
Ｈ

中
泉
琴
乃

４
位
東
北
出
場

１
６
０
０
ｍ
Ｒ

７
位

（
中
泉
、
鈴
木
、
工
藤
、
池
田
）

七
種
競
技

池
田
咲
子

３
位
東
北
出
場

混
成
総
合

４
位

東
北
選
抜

棒
高
跳

船
木
大
資
　
２
位

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

全
国
選
抜
予
選

２
回
戦

秋
田
84
―
95
男
鹿
工

中
央
支
部
新
人

予
選
リ
ー
グ

秋
田
２
勝
１
敗

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場
決
定
戦

秋
田
86
―
96
秋
田
南

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

全
県
選
抜
優
勝
大
会

男
子

１
回
戦

秋
田
０
―
２
鷹
　
巣

中
央
支
部
新
人

第
３
位

予
選

秋
田
２
―
０
本
　
荘

準
々
決
勝

秋
田
２
―
０
中
　
央

決
勝
リ
ー
グ秋

田
１
―
２
秋
田
南

秋
田
０
―
２
秋
田
工

秋
田
２
―
０
秋
田
西

◇
卓
　
球

中
央
支
部
新
人

男
子
団
体

第
２
位

決
勝
リ
ー
グ秋

田
３
―
１
秋
田
工

秋
田
３
―
０
由
利
工

秋
田
０
―
３
秋
田
商

全
県
新
人

男
子
団
体
決
勝
リ
ー
グ

２
位

秋
田
３
―
１
大
　
曲

秋
田
０
―
３
秋
田
商

秋
田
３
―
２
増
　
田

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

中
央
支
部
新
人

よ
る
投
票
﹈
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

二
十
首
を
最
終
日
の
﹇
公
開
決
勝

審
査
﹈
に
よ
っ
て
審
査
し
た
。
清

野
さ
ん
の
作
品
は

城
跡
や
空
の
役
目
は

少
年
に
何
問
わ
れ
て
も

答
え
な
い
こ
と

こ
の
歌
は
も
ち
ろ
ん

点
で
も
見
事
な
作
品
」
と
評
し
た
。

団
体
戦
は
、
出
さ
れ
た
題
に
つ

い
て
先
鋒
、
中
堅
、
大
将
の
三
人

が
そ
れ
ぞ
れ
短
歌
を
発
表
し
て
対

決
。
二
勝
し
た
チ
ー
ム
が
勝
つ
仕

組
み
だ
。
出
場
は
十
六
道
県
の
三

十
六
校
か
ら
三
十
九
チ
ー
ム
。
一

次
リ
ー
グ
が
一
ブ
ロ
ッ
ク
三
チ
ー

ム
の
十
三
ブ
ロ
ッ
ク
で
争
わ
れ
た
。

本
校
文
芸
部
チ
ー
ム
は
清
野
絵
理

（
二
年
）
久
嶋
留
悠
那（
二
年
）
金

森
春
香
（
一
年
）
の
三
名
。
一
次

リ
ー
グ
を
大
宮
開
成
（
埼
玉
）
に

二
対
一
、
河
瀬
（
滋
賀
）
に
二
対

一
で
そ
れ
ぞ
れ
勝
利
し
最
終
日
の

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒
を
進
め

た
。
十
三
チ
ー
ム
で
争
わ
れ
た
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
回
戦
の
相
手

不
来
方
の
お
城
の
草
に
寝
こ
ろ
び

て
／
空
に
吸
わ
れ
し
／
十
五
の
心

と
詠
ん
だ
石
川
啄
木
を
想
起
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
清
野
さ
ん
の
歌

の
「
少
年
」
は
百
年
前
の
啄
木
で

あ
り
、
今
青
春
の
た
だ
中
に
あ
る

清
野
さ
ん
自
身
で
も
あ
る
の
だ
ろ

う
。
特
別
審
査
員
の
小
島
ゆ
か
り

氏
は
「
わ
た
し
た
ち
人
間
に
と
っ

て
自
然
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
、

科
学
と
異
な
る
視
点
か
ら
捉
え
た

は
な
ん
と
同
県
対
決
、
能
代
高
校

で
あ
っ
た
。（
秋
田
県
は
二
校
出

場
で
あ
っ
た
）
そ
こ
で
、
惜
し
く

も
一
対
二
と
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
。

団
体
戦
の
優
勝
校
は
魚
津
高
校

（
富
山
）
だ
っ
た
が
、
魚
津
高
校

部
長
の
早
川
君
は
、
昨
年
度
の
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
雲
大

会
の
短
歌
部
門
に
出
場
し
て
お
り
、

本
校
の
文
芸
部
か
ら
出
場
し
た
佐

藤
知
香
（
三
年
）
と
同
じ
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
た
縁
が
あ
り
、
本
校
文

芸
部
と
部
誌
を
や
り
と
り
す
る
仲

で
あ
っ
た
た
め
、
本
校
に
と
っ
て

二
重
の
喜
び
と
な
っ
た
大
会
で
あ

っ
た
。
来
年
度
は
、
団
体
戦
で
の

優
勝
を
期
待
し
た
い
。

第 84 号 秋　高　同　窓　会　だ　よ　り 平成21年１月15日 (14)

文芸部文芸部

部
活
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戦
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絵
理
さ
ん
が
受
賞

清
野
絵
理
さ
ん
が
受
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賞
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